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カンジグ菌の検出が可能　　　　　検査方法が簡便

他の細菌類の発育を抑制
することで、選択的にカンジ
ダ菌を検出することが可能
です。

綿棒で被験者の口腔粘膜
等を拭い、アンプルに封
入。その後は、恒温器へ入
れるだけの簡単検査です。

カンジグ菌の酸産生能を利用し、pH指示薬による色変化

から目視で容易に判定できます。また、細菌発育抑制剤を

添加しているため、カンジダ菌を選択的に検出することが

可能です。

ストマスタット綿棒にて口腔粘膜等より検体を採取します。

検体を採取した綿棒をアンプルに封入します。

恒温器37℃（±2℃）で、24時間培養します。

培養後のアンプルを色見本と比較して判定します。

短時間で判定

「赤色」陰性、「橙赤色」は疑
陽性、「黄色」陽性と結果を
視認しやすく、短時間（24時

間）で判定結果がでます。

ストマスタット仕様

名　称 �5�6x7ﾘ5�5�6(6r�

用　途 �4ｨ985x4�ｹtﾉk8,ﾉKｹ.��

口腔衛生指導 

包　装 �5�6x7ﾘ5�5�6(6x4�987h8ｸ��3�gｲ�

ストマスタット綿棒　30本 

指導カード　30枚 

ネームシール　30枚 

品　番 斐�##��c�#3���

価　格 ����3#���

＊仕様および外観の一部を予告なしに変更することがあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表示価格は、2011年12月現在のメーカー希望小売価格で消費税は含まれません。

ご用命は ヂン㍗で●琴・す王墓韓武重籠
那須工場／〒324－0036栃木県大田原市下石上1382番11

東京本社　〒106－0041東京都港区麻布台ト8－10

札　幌／TEL●Oll－222－4101FAXOll－222－2344　名古屋／TEL．052－452－2151FAX：052－452L2155

仙　台／TEL．022－373－5700　FAX．022－373－5133　大　阪／TEL’06－6386－9350　FAX■0676386－9374

東　京／TEL03－5114－1002　FAX03－5114－1036　福　岡／TELO92－4ll－6326　FAXO92－472－3880

関　東／TEL03－5114－1003　FAX●0375114－1036　受注センター／TEL03－5114－1025　FAXO3－5114－1041
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カシジグ簡易検出培地

要介護者のオーラルケア必需品カンジグディテクター⑧

●本カンジグ培地は、日常臨床の口腔ケアの評価方法の一つとして

開発された選択培地です。（広島大学歯学部浜田教室）

●本培地はサブロー培地を基本とし、コロニー数による判定と色変化に

より容易にカンジグ菌を検出判定することができます。（370Cx48時間）

●コロニー数のみ室温（3～5日間）

での判定も可能です。

●菌種の同定はできません。

●内　　容

寒天培地……………10本

滅菌綿棒…………‥10本

ネームラベル………‥10枚

カンジグ菌検査結果シート‥・10枚

使用説明書（判定見本）

●セット価格……‥4，300円（棚り）

C．albicansの菌数及び亀変化一赤…・・骨濾剖偲
（培地のPHの変化に対応して赤色→黄色に変化します）

亀水化学工業株式会社
KAMEMIZUCHEM．lND．C0．′LTD．



カンジグディテクター⑧
カンジグ簡易検出培地

使用説明書

■特　長
本カンジグ培地は、日常臨床の口腔ケアの評価方法の一つとして開発された選択培地です。

本培地はサブロー培地を基本とし、採取された検体に混在する細菌類が発育せず、カンジグ菌（真菌）のみを選

択的に検出するように発育抑制剤が添カロされた培地で、且つ、特殊指示薬を含有しているため、コロニー数に

よる判定に限らず、短時間で色変化により容易にカンジグ菌を検出判定することができます。

また、コロニー数のみ室温での判定も可能です。

■用　　途　　カンジタ菌の検出

■操作方法
1・付属の滅菌綿棒で被験者の舌、口腔粘膜、義歯床粘膜面などを2～3回拭い、検体を採取します。

2・綿棒で採取した検体を、バイアル瓶の寒天培地表面に蛇行を描くように直接軽く塗りつけます。

注）乾燥した口腔内より検体を採取する場合は、付属の滅菌綿棒を滅菌生理食塩水などで十分濡らしてから

行うと検体の採取が容易になります。

3・検体塗布後はバイアル瓶を直立させた状矧こ保ち、キャップを緩めて37℃の恒温槽で立てたまま培養します。

4．付属の判定見本と比較して判定します。

色判定は恒温槽でのみ可能で、正確に48時間（±3時間）培養後に行います。コロニー判定の場合は恒温槽で

は48時間培養後に、室温培養の場合では夏季は3～5日間、冬季はなるべく暖かい場所に5～7日間放置して

コロニー数の菌数見本で判定します。

5．廃棄方法は、医療用産業廃棄物として処理してください。

■判　　定
コロニー数および色変化と判定

C．albicansの菌数（CFU／mL） ��h��+"�判　定 

約102以下 ��H���b�陰　性（－） 

約103 呻)�I�b�擬陽性（±） 

約104以上 �����b�陽　性（＋） 

●カンジグ菌が検出されれば、菌糸がなく、融合しないきれいな丸い艶のある褐色、または灰黒色の集落が

発生します。

但し、カンジタ属の菌種同定には向きません。

●経時的に色調は変化しますので、室温培養の場合はコロニー数のみで判定してください。

●アオカどやケカビなどのコウジカビ（糸状菌）も本培地に発生することがありますが、この場合はフェルト状や

綿状の菌糸がカどのような集落を作るので、容易に鑑別できます。

●細菌の場合は、きれいな丸いコロニーを作らずに、ベチャーツとしたものが全体に広がっていきます。

●緑膿菌等により、色調が紫色に変色することがあります。

■保管方法　冷蔵庫保管　但し、凍結しないようにしてください。

■セット価格　　●4，300円

■内　容　●寒天培地‥　・10本　●滅菌綿棒……・10本　●ネームラベル

●カンジグ菌検査結果シート……・10校　●使用説明書（判定見本）

亀水化学工業株式会社（お聞合せ）フリーダイアル0120・287．720
大阪府寝屋川市豊里町17－16　〒572－0071　http：／／kamemizu．⊂0．jp

TELO72－826－7720FAXO72－826－1299　E－maH：info＠kamemizu・⊂0・JP



KAMEMIZUCHE肌IND．⊂0．′LTD．

切ンジグディテクター〃Q＆A

Al：本品は、日常臨床の口腔ケアの評価方法の一つとして開発されたカンジダ菌の選択培地です。

本培地はサブロー培地を基本とし、採取された検体に混在する細菌類が発育せず、カンジダ菌を選択的に検出するよ

うに発育抑制剤が添加された培地です。

コロニー数による判定のみ、恒温槽がなくても室温での判定が可能です。

また、恒温糟による場合は特殊指示薬を含有しているため、コロニー数と色変化の2種類により、容易にカンジダ菌

を検出判定することができ、患者への視覚効果が大きくなります。

A2：カンジダ菌とは、健常者の口腔、腸、膿などに存在する常在菌の1つで、口腔内では舌表面、頬粘膜やプラークから

検出される酵母状真菌です。カンジダ菌による感染症状は、感染部位によって異なり、表在性感染の場合は偽膜など

の病変を直接認めますが、深在性感染の場合は特長的な症状に欠け、原発感染としてよりも、ほかの疾患に続発する

場合が多くなります。（菌交代現象、日和見感染）

A3：口月空内では、もっとも病原性の高し、⊂andidaalbkans（カンジダアルビカンス）が約80％を占め、次いでC．glabrata（カ

ンジダグラブラータ）やC．tropiCalis（カンジダトロピカリス）が検出されます。

本培地ではこのような真菌が検出されますが、菌種の同定はできません。

A4：口の中には健康な人でもたくさんの細菌が常在菌として存在しています。

歯ブラシなどで常に口の中の衛生状態をきれいにし、細菌の数を一定量以下に保つことは、むし歯や　歯周病予防な

どに重要なことであることは良く知られています。また近年、カンジダ菌によるリスクは義歯性口内炎のみならず、

口角炎、舌痛症などの口腔疾患、および誤囁性肺炎や敗血症などの一因になるともいわれ、口腔清掃を行うことによ

りカンジダ菌をコントロールすることは、これらの疾患を予防することにもなります。口腔内が不潔になると増加す

るこのカンジダ菌を調べることにより、口腔ケアの評価をすることができます。

A5：カンジダ菌は、検体を採取した綿棒（スワブ）で塗布した幅に応じてコロニーが発育しその色調はクリーム色（黄色

がかった白色）を呈し、中央が盛り上がった円形のコロニーを作ります。なお、カンジダ菌の菌種によっては黒褐色・

灰黒色がかったクリーム色を呈することが有ります。

また、長時間培毒しますと、カンジダ菌1個で1つのコロニーを形成しますが、1つずつの円形のコロニーが大きく

なり、互いに癒合せず連続的に発育します。

A6：1．保管方法は、遮光して必ず冷蔵庫保管（但し、凍結厳禁）してください。

直射日光や温度の高い場所での保管は、培地が黄変化して色判定ができなくなりますのでご注意ください。

2．万－、使用前にカビ等の発育が認められる場合は使用しないでください。

3．使用時以外、バイアル瓶の蓋および綿棒の袋は開封しないでください。

4．凝固水による寒天培地表面のブツブツは、使用上問題ありません。

5．検体塗布後のバイアル瓶は、コロニー判定を明瞭にするため直立状態を保つようにしてください。



6．培養する時は、バイアル瓶の蓋を緩めておいてください。

（⊂02ガスの発生があり、コロニーの色調が変わって判定しにくくなるため。）

7．色判定をする場合は、コロニー数同様、恒温糟で正確に48時間（±3時間）培養して、直ちに色判定してください。

但し、コロニー数のみの培養には恒温槽（370⊂）がなくても可能です。

室温でのコロニー培養時間の目安…‥夏期　3～5日、冬期　5～7日

8．使用後のバイアル瓶および綿棒は、医療用産業廃棄物として処理してください。

9．カンジダ属の菌種決定には別途、同定検査を実施してください。

10．使用期限は冷蔵庫保管で製造日より2年間です。（バーコード上部に表示）

A7：寒天の凝固時に析出した凝固液が、斜面培地に塗布・形成されたコロニーを洗い流すからです。

A8：カンジダ菌がまったく存在しない場合は、色の経時的変化はありませんが、本来陰性であるはずの102以下の菌数で

もカンジダ菌が存在すると、48時間以上では経時的に酸を産生して酸性になり、色が黄色に変わってくるからです。

一万、48時間以内であれば103以上の菌数でもコロニーが出現しても酸の産生が少なく、色変化が起こらないから

です。

A9：本培地では、口腔常在菌のグラム陽性菌やグラム陰性菌などの雑菌は、一定の菌数範囲内（105⊂FU／mL以下）で

は発育・反応はしません。

しかしながら臨床上、一定菌数以上になった場合に発育・反応してくる細菌として、Pseudomonasaeruginosa（緑膿菌）

やSerratiamarCeSCenS（霊菌）などがあり、培地の色を緑膿菌は紫色（pHが上がるため）に、霊菌は黄色（pHが下が

るため）に変化させることがあります。その他の菌は、発育してもコロニーの性状は点状の小円形ないしは不整形で、

ほとんど培地の色変化はいたしません。

真菌と細菌の見分け方は、真菌のコロニーは丸い形のまま大きくなるのに対し、細菌のコロニーは大きくなると形が

崩れる（ベチヤとした形になる）ことで判別できます。

AlO：カンジダ菌は、口腔常在菌であり、唾液、口腔粘膜より検出されますが、菌数と臨床症状とが相関することが報告さ

れています。

Rennerら（OralSurgA7：323－3281979）は、口蓋部粘膜よりサンプリングして104～106の菌数があれば、臨床的に何

らかの対応が必要であると述べています。

また、Epsteinら（」．⊂lhl．MiCrObiol．12：475－4761980）は、唾液中のカンジダアルビカンスを調べ400⊂FU／mLを越えると、

口腔カンジダ症が発現しやすいと報告しています。

これらのことより、カンジダディテクターは培養後の菌数が103個で擬陽性、104以上で陽性としていますので、臨

床症状をかなり客観的に反映しています。

All：口腔カンジダ症診断のためにカンジダ簡易培養検査をすることによって、簡易培養検査（60点；医科点数表DO18の

6）と、徴生物学的検査判断料（150点；医科点数表DO26の6）の保険請求ができます。

なお、本内容は、平成22年厚生労働省告示第69号に基づきます。保険に関する規約は、告示等により変更されるこ

とがありますので、最新の情幸馴こご注意くださいますようお願いいたします。

KAMEMiZUCHEM．dND．C0．′LTD．

亀水化学＝業株式会社　フリーダイヤル0120－267－720　http：／／kamemizu．⊂0．jp


